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   A case of primary carcinoma of the male urethra is presented. A 63-year-old man was 
admitted to our Clinic with the chief complaint of dysuria and penile tumor of about 6 
months' duration. 
   On November 21. 1958, penile amputation and castration was performed and palpable 
inguinal lymph nodes were excised. The histological examination revealed squamous cell 
carcinoma rised from urethral epithelium and metastasis to a right inguinal lymph  node. 
It was seemed that the tumor originated from the fossa navicularis. The patient had 
glandular hypospadias and past history of gonorrhea. He received a total of  5,000  mg of 
Endoxan during the 3 months postoperative period, and no recurrence was seen. 




































検査成績:尿所見;軽 度混濁あ り蛋白(+),ウ ロ
ビリノーゲン正常,赤 血球5～6/視野,白 血球多数,









































れ ぞれ蒐集報告 してい るが,そ の後清水氏等,
林氏等,土 屋 氏等,沖 田氏等,飯 島氏等,長 沢
氏等,赤 坂 氏等,豊 田氏等,山 田氏,局 氏,石
津氏等,大 堀 氏等,愛 甲氏,巾 氏等,川 住氏の
各1例 の報告 があ り,現 在 では 自験例 を含めて
44例をか ぞえ ることがで きる(第1表)
2.年 令
私達 の統計 では24才か ら78才にわたつている
が,40才代か ら60才代に82%が含 まれ,い わゆ
る癌 年令層 といわれ る年令に多 くみられ る.
3.発 生部位
KreutmannandColloffは尿道を 臨床的に
球部 を含めて近位 の部 を後 部尿道,そ れ より遠
位 を 前部尿道 とし 後部尿道 に 多 い と いつてお
り,ま たMcCraeandFurlongは同様の分類
で前部尿 道41%,後 部尿道54%とのべている.
私達 の統計 では尿道振子部13例,球 部20例,膜
様部1例,球 部膜 様部2例,後 部尿道 と記載 さ
れた もの7例 で球部 が好 発部位で ある.
4.組 織像
私 達の統計では扁平上皮癌35例(79,5%),




癌6例(5,2%),移 行 上皮癌3例 ぐ2.6%),
腺上皮癌2例(1.7%),円 柱上皮癌1例(0.9
%),そ の他3例(2.6%)と なつてお り扁平上
皮癌 は更に高率 を示 してい る.
5.病 因
原 発性尿 道癌の病因 は他 の臓 器におけ る癌 と
同様不 明 とされてい るが,尿 道 は舟 状窩お よび
前立腺部 を除 く大部分 が円柱上皮で被われてお
り・ それに もかかわ らず扁平上 皮癌 が多数を占
める ところに特異性が ある ように思われ る,こ
























































































51膜 様 部 円柱上皮癌
治 療 法
陰 茎 切 断
切 除
陰 茎 切 断
56
会 陰 部 切 開





























































舟 状 窩 扁平上皮癌
切 除 治癒(2ヵ月後再発なし)
会 陰 部 切 開
全 去 勢 術
切 除
手 術 不 能
陰 茎 切 断
会陰部切開,
放 射 線 療 法
放 射 線 療 法
陰 茎 切 断,
鼠 径 腺 摘 出
陰 茎 切 断,鼠
径 腺 摘 出
陰 茎 切 断












陰 茎 切 断,
鼠 径 腺 摘 出
切 除
膀胱以外全摘除
陰 茎 切 断,淋
巴 腺 摘 出








記 載 な し













記 載 な し
淋 疾
淋 疾










































扁平上皮癌 不 明 不 明 淋 疾
扁平上皮癌
全 性 器 摘 除
淋 巴 腺 摘 出 治癒(2カ月後再発なし)包
放 射 線 療 法
茎
円柱上皮癌 外陰部全摘除 淋巴腺腫脹 記 載 な し
移行上皮癌





手 術 不 能




全 性 器 摘 除
淋 巴 腺 摘 出
放 射 線 療 法
治癒(1年後再発なし)な し
球 部 扁平上皮癌Co60照 射 治 療 中 記 載 な し
球 部 移行上皮癌
部 分 切 除
Pull-through
operation
37日目で再発なし 会 陰 部 強 打
球 部 移行上皮癌 尿 道 全 摘 除 不 明 淋 疾
・・1後舗 扁平上皮癌1不 明 不 明 記 載 な し
70不 明 扁平上皮癌 全 除 精 術 不 明 記 載 な し
長 沢195970







65後部尿道 扁平上皮癌 全 除 精 術 不 明 記 載 な し
38
39
49球 部 扁平上彪 尿 道 吻 合 不 明
陣 尿道狭窄
66球 部 扁平上皮癌
鵡 高ム40皿9不 明 淋 疾,外 傷









66球 部 扁平上皮癌 尿 道 拡 張 不 明 淋疾,尿道狭窄
61後 部尿道 扁平上皮癌
外 陰 部 切 断淋
巴 腺 摘 出 観 察 中
Co6。照 射 淋
疾
55振 子 部 扁平上皮癌
陰 茎 切 断淋
巴 腺 摘 出 観 察 中
Co60照 射
淋 疾
・鞠 尿道 扁平上皮癌 緊道狭窄・し駆 亡 記 載 な し
・31川住1963「・4一 評 上皮畷 懸 轟 一 尿 道 狭 窄
道炎や 尿道狭窄 に 関係が あるだ ろ うと 述べ,のMetaplasiaを 惹起 させそ こか ら扁平上皮癌
McCraeandFurlongは慢性 刺 戟が 移行上 皮 が発生す る と述べてい る,一 方 では包茎等によ
1
44 自験例1963 63舟状翻 蹄 鐸 羅 瑚 喉 なし 尿服 淋疾
5000mg1
藤田 ・細川 ・田守一男子原発性尿道癌の1例
るLeukOPlakiaが観察 され,こ れが癌発生 に
関係があるとされ てい る.私 達の統計 では既往
症に淋疾を有 する もの27例(う ち尿道狭窄 を認
めたもの7例)で 半数 以上 の 高 率を 示 してい
る.ま た前部尿道癌12例中4例 は包茎 または尿
道下裂等の碕形 を有 してい る.そ の他外傷性尿
道狭窄,良 性乳頭腫,慢 性 非特 異性 尿道炎,陰
茎のPaget病,尿 痩壁 よりの癌性 変化,化 学
的刺戟,異 物等 もその原因 とな り得 る.
6.治 療法 および予後
尿道癌は他 の臓器の癌 と同様 に患者 が医家を
訪れ る時には相当 に病状が進行 してい る場合 が
多い.ま た比較的早期 の場合 で も尿道 炎や尿 道
狭窄 と誤診 させ て適当 な治療 を欠 くことが多 い
ようであ る.尿 道癌 の 進展に つ いて 伊藤 氏等
(1958)は次の如 き2型 を記載 してい る.(1),
尿道粘膜上を進展 し早期に排尿障害 を認 め るも
の,(2),深部に浸潤 し海綿体腔内 に拡 が り,他
方白膜を破壊 して会陰部に尿道周囲膿瘍,尿 浸
潤等を惹起す るものであ る.転 移は比較 的早期
に リンパ行性に起 り,舟 状窩等 に生 じた癌 では
主として鼠径 リンパ腺 へ,球 部,膜 様部,前 立
腺部の癌では腸骨 リンパ腺,下 腹部 リンパ腺,
腸間膜 リンパ腺 へ転 移す るのみ ならず,肺,胸
膜,肝,骨 等に転移 をみた例が ある.従 つて治
療に際 しては癌 の進展度,部 位,転 移の有無 お
よび患者の状態 等について考 慮がな されねば な
らない.尿 道球部 より遠位 の限局性癌 に対 して
園田氏(1958)は部分切除 を行 なつて端 々吻合
を行なうYoungの 方 法やBadenochのPul1-
throughoperationが充分応 用 し得 ると述べ て
おり,Thompson等(1962)は放射線療法の
みでも外科的療法 に比 して予 後に大差は ない と
述べている.し か しMcCraeandFurlongは
病巣の位置的条件が許 され るな らば陰 茎の全部
または一部の切 断が最良 の結果 を もた らす と述
ぺている.私 達の統計 では手術不 能例や誤診例
を除き大部 分の る例で陰茎切断術,必 要に応 じ
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